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Bo句lOCOαω braunii、 Dunaliella salina、酵母 Rhodotorula 属、 Rhodo，宅poridium 属等が脂質生産株としてよく研究され










高い炭化水素分泌産生能をもっバクテリアを分離し、この株を Vibrioルrnissii であると同定し、 Ml 株と命名した。
円。ワ臼??
(b) v. ルrnissiiM 1 が生産する炭化水素の組成は灯油および軽油の留分に相当するものであることが明らかとなった。
このような高い炭化水素生産能は V. furnissii の機関保存株には認められなかった。
第 2 章では、 v. ルrnissiiM 1 の炭化水素生産についての代謝工学的知見を得ることを目的に、アルカン生合成機構
の解析を行った。本章において得られた結果並びに知見を以下に示す。 (a) n- アルカン生合成系の特徴を調べた結







量栄養素が炭化水素の生産と資化の均衡を支配する因子であることを明らかにした。 (b) v. ルrnissii M 1 は、様々な
廃棄物に含まれている有機物を原料として炭化水素を生産することが可能であった。有機性廃棄物の一例として廃糖
蜜を原料とした検討を行ったところ、消費された炭素の約20%が炭化水素へと変換された。





した。この株の示す高い炭化水素生産能は、 v. βIrnissii の機関保存株には認められず、 M1 株に特有の性質であったo
v. ルrnissii M 1 株における nーアルカン生合成系の特徴を調べ、生合成系がミクロソーム分画に局在し、また、グ




以上、本研究において新規に分離された医ルrnissii M 1 株は、有機性廃棄物からの石油代替油の微生物生産を可
能にするもので、今後、炭素循環型エネルギ一生産システムの構築に寄与するものと期待できるo よって博士の学位
授与に値すると認められるo
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